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坂戸・鶴ヶ島消防組合

岡部　久志消防長

消
防
力
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
組

　
近
年
、
気
象
状
況
の
変
化
に
よ
り

地
震
、
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、

豪
雪
な
ど
様
々
な
災
害
が
激
甚
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
速
に
進
む
高

齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
救
急
車
の

需
要
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
方
々
の

消
防
に
対
す
る
要
望
や
期
待
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
応
え
る
た
め
に
は
、
さ

ら
な
る
消
防
力
の
充
実
強
化
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
、
様
々
な
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
信
頼

　
消
防
が
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た

め
に
必
要
な
事
は
、
安
全
で
迅
速
か

つ
確
実
な
現
場
で
の
活
動
だ
と
考

え
、
日
頃
か
ら
、
様
々
な
想
定
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

技
術
、
知
識
の
伝
承

　
こ
こ
数
年
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
定

年
退
職
が
進
む
と
と
も
に
、
毎
年
10

名
前
後
の
職
員
が
新
規
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
世
代
交
代
が
進
む
中
、
消

防
の
技
術
、知
識
を
確
実
に
伝
承
す
る

た
め
、若
年
層
の
職
員
を
対
象
と
し
た

活
動
訓
練
を
実
施
し
、
ベ
テ
ラ
ン
が

指
導
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
対
応
の
推
進

　
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
外
国
人
の
来

訪
に
対
応
す
る
た
め
、
多
言
語
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
16
言

語
の
外
国
語
が
対
応
可
能
で
あ
り
119

番
通
報
時
や
災
害
現
場
に
お
い
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
様
々
な
取
組
が
、
市
民

の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員

一
丸
と
な
っ
て
市
民
を
守
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

   

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

　

出
場
を
目
標
に

　
平
成
30
年
度
の
第
47
回
全
国
消
防

救
助
技
術
大
会
出
場
に
向
け
て
41
名

の
隊
員
が
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
救
助
技
術
大
会
に
出
場
す

る
た
め
に
は
、
各
地
区
の
消
防
救
助

技
術
指
導
会
を
突
破
し
て
、
埼
玉
県

内
の
消
防
本
部
か
ら
も
一
握
り
の
救

助
隊
員
し
か
最
終
の
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
大
会
の
目
的
は
、
訓
練
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
の
高
度
化

に
対
応
す
る
基
本
的
要
素
を
練
磨
し

て
、
消
防
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体

力
、
精
神
力
、
技
術
力
を
養
う
と
と

も
に
、
他
の
模
範
と
な
る
消
防
救
助

隊
員
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
訓

練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
消

防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え
て

い
き
ま
す
。

　消防隊、救助隊、救急隊での現場活動経験
と、救急救命士の資格を持つ。平成28年４月
から坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長に就任。

≪写 真≫
➊＝大家神社で行われた消火訓練
　の様子

➋＝屈折はしご付消防車による
　救出訓練の様子

➌＝高速道路内の火災現場に駆け
　付け消火活動を行っている様子

➍＝車両破壊訓練の様子

特集

　市内在住の外国人や市内を訪れる外国人な
ど、日本語でコミュニケーションが取れない
方への対応が可能な多言語通訳システムを導
入しました。
　これにより、119番通報時及び災害現場での
16言語の外国語対応ができます。

➊➊➋➋

➌➌

  

救
助
現
場
か
ら

　
平
成
29
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風

21
号
に
よ
り
、
当
消
防
本
部
管
内
で

は
８
件
の
救
助
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。
救
助
出
場
に
伴
い
、
消
防
車
両

37
台
、
延
べ
人
員
116
名
を
動
員
し
活

動
に
あ
た
り
、
９
名
の
要
救
助
者
を

救
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
８
件
の
救
助
事
案
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
乗
用
車
で
冠
水
し

た
道
路
に
進
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

走
行
不
能
と
な
り
、
自
力
で
の
脱
出

が
不
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
自
然

災
害
は
予
期
せ
ぬ
事
態
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
多
く
、「
大
丈
夫
だ
ろ
う
。」

と
い
う
心
の

が
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
一
歩
引

く
勇
気
を
持
っ
て
、
自
ら
も
危
険
を

回
避
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

昨年 10 月に発生した台風の影響で動け昨年 10 月に発生した台風の影響で動け
なくなった車から人を救助する様子なくなった車から人を救助する様子

大会に向けて訓練を行う消防救助隊員大会に向けて訓練を行う消防救助隊員

➍➍

特集　市民を守る消防　　問合せ　坂戸・鶴ヶ島消防本部☎281・3119

3者間通話による119番の多言語対応

外国人通報者
119番

指令センター

多言語通訳センター

❶119番通報（外国語）

❹日本語

❷通訳依頼
  （日本語）

❸外国語

3 2広 報さかど2018.４月号2018.４月号 広 報さかど

多言語通訳システムを導入

岡部

　

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
消
防
防
災
体
制
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

各
種
災
害
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限

度
に
食
い
止
め
る
た
め
「
知
識
・
技

術
の
向
上
」
及
び
「
迅
速
、
安
全
で

確
実
な
行
動
」
を
目
指
し
ま
す
。
併

せ
て
、
技
術
の
伝
承
と
職
員
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

消
防
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



消
防
団
員
と
は

　
消
防
団
員
は
、
消
防
署
の
消
防
職

員
と
は
異
な
り
、
火
災
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場

へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地
域
で
の
経
験

を
活
か
し
た
消
火
・
救
助
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
住
む
地
域
を
守
り
た
い
！
」

と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
団
員

272
名
（
本
部
６
名
、
多
機
能
隊
９
名
、

女
性
部
13
名
、
三
芳
野
分
団
34
名
、

勝
呂
分
団
38
名
、
坂
戸
分
団
54
名
、

入
西
分
団
41
名
、
大
家
分
団
37
名
、

大
学
生
機
能
別
団
員
40
名
）
が
所
属

し
て
い
る
坂
戸
市
消
防
団
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
消
防
団
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
の
多
岐
に
渡
る
活
動

　
消
防
団
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
、
常
日
頃
か
ら
消
防
団
車
両
を

使
っ
た
放
水
訓
練
や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
な
ど
の
救
助
資
機
材
を
使
っ
た

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
部
を
は
じ

め
と
す
る
各
分
団
が
地
域
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
と
連
携
し
、
防
災
訓
練

や
普
通
救
命
講
習
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
啓
発
活
動
と
し

て
定
期
的
に
夜
警
な
ど
の
巡
回
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
時
は
、

水
防
団
員
と
し
て
市
災
害
対
策
本
部

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
形
や
道
路
網

な
ど
を
熟
知
し
た
団
員
が
土
の
う
積

み
な
ど
の
防
災
活
動
を
迅
速
に
行
い
、

地
域
の
被
害
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
を

災
害
か
ら
守
り
ま
せ
ん
か
？

　
消
防
団
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
・

参
加
し
た
い
と
い
う
方
は
、
坂
戸
・

鶴
ヶ
島
消
防
本
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

地域を守る消防…
それが消防団

　

現
在
、
坂
戸
市
で
は
、
272
名
の
消

防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
備
消
防
で
あ
る
消
防
団
員
は
、

基
本
的
に
消
防
以
外
の
職
務
を
本
業

と
し
て
お
り
、
消
防
署
の
消
防
職
員

と
比
べ
て
、
地
域
に
よ
り
密
着
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
消
防
職
員
の
活
動

の
後
方
支
援
や
地
域
密
着
型
の
予
防

活
動
な
ど
で
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
消
防
ポ
ン

プ
車
操
法
や
多
機
能
部
隊
訓
練
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
こ
で
は
、
坂
戸
市
消
防
団
長
、

消
防
団
と
共
に
地
域
を
守
っ
て
い
る

鶴
舞
地
区
の
自
主
防
災
委
員
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
と
連
携
し
た

地
域
防
災
の
取
組

　
鶴
舞
自
治
会
で
は
、
坂
戸
市
民
総

合
防
災
訓
練
に
加
え
、
消
防
団
と
連

携
し
て
自
主
防
災
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
舞
地
区
の
自
主
防
災
訓
練
は
、

年
一
回
開
催
し
、
毎
回
300
人
近
く
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
大
家
分
団
と
連

携
し
、
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
参

集
と
避
難
者
受
付
、
本
会
場
へ
の
避

難
誘
導
、
本
会
場
で
の
救
出
訓
練
や

消
火
器
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
に
よ
り
要
救
助

者
が
発
生
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
門

扉
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
迅
速
な
安
否

確
認
を
行
う
な
ど
、
実
際
の
被
災
を

想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
高
齢
世
帯
の
多
い
箇

所
や
類
焼
が
心
配
さ
れ
る
地
区
等
を

選
定
し
て
出
前
訓
練
を
行
い
、
消
火

器
消
火
訓
練
や
火
災
警
報
器
の
全
居

室
設
置
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
と
協
力
し
な

が
ら
毎
年
２
か
所
以
上
で
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
こ

の
地
域
を
『
住
み
よ
い
ま
ち
』
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　消防操法は、火災現場での放水までの基本とな
る最も重要な訓練です。消防団員は、消防ポンプ
車を使用し、日頃から消防操法訓練に励んでいます。

　２年に１度、消防団の消防操法大会が開催され、
今年は６月24日（日）に行われる予定です。65秒間
という基準時間で、迅速かつ安全・的確に標的に
向け放水することを競い合います。

≪写 真≫
➊＝昨年行われた放水訓練の様子
➋＝大学生機能別団員が救急講習
　を行っている様子
➌＝消防出初式で行われた水消火
　器体験の様子
➍＝大学生機能別団員による避難
　所運営訓練の様子
➎＝坂戸市民総合防災訓練で行わ
　れた救出救助訓練の様子
➏＝救助資機材（エンジンカッタ―）
　を使用した訓練を行っている
　様子

➊➊

➋➋➌➌

➍➍➎➎➏➏

特集　市民を守る消防　　問合せ　坂戸・鶴ヶ島消防本部☎281・3119
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「自分たちのまちは
自分たちで守る」

鶴舞自主防災委員長

三島　康弘さん島島 康康康康康康康弘弘弘弘島島 康康弘弘

坂戸市消防団

大澤　勝団長
　平成３年から27年間消防団
員として活動。平成30年４月
から坂戸市消防団長に就任。

女性消防団員によるＡＥＤ講習女性消防団員によるＡＥＤ講習

消防操法大会

自分の住む地域で火災は出さない
～消防の基本「消防操法」～
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INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

平
成
30
年
度

坂
戸
市
の
予
算

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

◇
収
入
の
中
心
と
な
る
市
税
（
市
民
税
、
固

　

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）

↓
前
年
度
比
1.0
％
増

◇
建
設
事
業
等
を
す
る
た
め
に
お
金
を
借
り

　

る
市
債

↓
前
年
度
比
35.3
％
増

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

　

３
つ
の
項
目
を
重
点
施
策
に
据
え
、
各
種

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
高
齢
者
や
社
会
的

　

弱
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

②
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
ま

　

ち
づ
く
り

③
地
域
の
活
力
を
高
め
、
快
適
な
環
境
を
創

　

造
す
る
ま
ち
づ
く
り

徹
底
し
た
節
約
や
収
入
と

　

支
出
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
！

平
成
30
年
度
の
坂
戸
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

財
源
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
（
内
線
１
５
４
）

前年度当初予算と比べて５％増

平成30年度

296億1,100万円
一般会計当初予算

特別会計予算
市の全般的な管理事務に使
うお金

商工業の振興や観光、労働
者支援のために使うお金

保健衛生、ごみ処理等に使
うお金

農業振興や農業施設の管理
に使うお金

市債を返済するために使うお金 災害復旧に使うお金や予備費

消防や救急、防災に使うお金

議会の活動に使うお金

総務費

土木費

教育費

衛生費

公債費

消防費

議会費

農林水産業費

そ の 他

商工・
労働費

民 生 費 121,000円

36,600円

32,700円

32,500円

24,900円

24,100円

14,300円

2,500円

1,900円

1,500円

500円

※市民１人当りの税負担額、使われるお金は、
　市税総額及び歳出を人口101,233人（3月1日
　現在、外国人を含む）から算出したものです。

市民１人あたりに使われるお金（歳出）

福祉全般に使うお金

道路、公園整備等に使うお金

教育全般に使うお金

5億3,340万8千円

6,498万3千円

5億9,006万3千円

2億2,266万5千円

102億9,100万円

67億1,802万6千円

11億2,133万2千円

53万円

195億4,200万7千円

（△9％）

（△6％）

（21％）

（△18％）

（△20％）

（△5％）

（11％）

（1％）

（△13％）

会　計　名

合 計

石井土地区画整理事業

坂戸中央２日の出町土地区画整理事業

片柳土地区画整理事業

関間四丁目土地区画整理事業

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会

（ ）は対前年度伸び率

一般会計歳入 一般会計歳出

市税
128億8,881万7千円
43.5％

市税
128億8,881万7千円
43.5％

国庫支出金
46億4,642万7千円
15.7％

市債
27億9,080万円
9.4％

地方交付税
25億円 8.5％

使用料及び手数料
3億352万2千円 1.0％

地方消費税交付金
16億2,900万円 5.5％

分担金及び負担金
3億3,617万1千円
1.1％

県支出金
18億103万1千円 6.1％

繰入金
14億8,870万8千円
5.0％

その他
12億2,652万4千円 4.2％

民生費
122億5,172万2千円
41.4％

土木費
33億643万円
11.2％

教育費
32億9,087万円
11.1％

公債費
24億4,124万2千円 8.2％

土木費
33億643万円
11.2％

総務費
37億659万2千円
12.5％

教育費
32億9,087万円
11.1％

衛生費
25億2,334万1千円
8.5％

公債費
24億4,124万2千円 8.2％

消防費
14億4,526万8千円
4.9％

議会費
2億5,475万6千円 0.9％

商工費
1億483万9千円 0.4％

農林水産業費
1億9,132万4千円0.6％

労働費
4,451万6千円 0.1％
その他
5,010万円 0.2％

歳 出
296億1,100万円

歳 入
296億1,100万円

詳しくは
「わかりやすい予算書」を
見てほしいの♪

坂戸市  わかりやすい予算書



2018.４月号 広 報さかど 広 報さかど2018.４月号

INFORMATION WIDE 市役所　☎283・1331

主な事業と使いみち
問合せ　財政課（内線154）

英語力向上推進事業　737万円

体力向上推進事業　　215万円

子育て世代包括支援推進事業
（母子保健型）　　  719万9千円

●障害児給付費等支給事業　　２億３,639 万３千円

●学校コンピュータ整備事業　１億１,223 万５千円

●学校エアコン整備事業　　　　　９,229 万２千円

●高齢者生きがい対策事業　　　   694 万５千円

●障害福祉補助事業　　　　　  ３,165 万９千円

●自殺対策推進事業　　　　　　　230 万８千円

　市民健康センターに設置した「子育て世代包
括支援センター」で妊産婦の相談支援や産後ケ
アなどを実施します。

　全ての中学生を対象に、英検の受検機会を設
け、英語学習の意欲の向上を図ります。

　専門的な技術を有する講師による小学校での水
泳指導及び中学校での柔道指導を実施します。

　浸水や冠水による被害の軽減を図るため、
機動性を備えた排水ポンプ車を整備します。

　平成30年度予算では、「第６次坂戸市総合振興計画」に定める基本理
念を踏まえ、「安心して暮らせる、高齢者や社会的弱者にもやさしいま
ちづくり」、「将来を担う子どもたちを応援するまちづくり」、「地域の活
力を高め、快適な環境を創造するまちづくり」の３本の柱を重点施策
に据え、「第６次坂戸市総合振興計画」の将来都市像「笑顔でつなぐ躍
動のまち、さかど」の実現に向け、市政運営を展開してまいります。
　なお、詳細はわかりやすい予算書をご覧ください。
　わかりやすい予算書は、市ホームページでご覧いただけます。

　

〜
平
成　

年
度　

施
政
方
針
〜

　

市
長
就
任
以
来
、
市
民
目
線
で

の
市
政
運
営
に
重
点
を
置
き
、
特

に
財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
常

に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
、
足
腰

の
強
い
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
種

事
業
の
成
果
が
着
実
に
実
を
結
び
、

市
民
の
負
託
に
応
え
て
き
た
も
の

と
自
負
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の

動
向
等
を
的
確
に
捉
え
、
効
果
的

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
全
身
全
霊
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（「
平
成
30
年
度
施
政
方
針
」よ
り
抜
粋
）

※
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

「
笑
顔
で
つ
な
ぐ
躍
動
の
ま
ち
、

　

さ
か
ど
」
の
実
現
に
向
け
て

坂戸市長　石川  清

30

将来を担う子どもたちを
応援するまちづくり

まちづくりを下支えする施策

　公民館及び入西地域交流センターの祝日
開館を試行します。

平成30年度

　葉酸の代謝等に関する遺伝子検査や、食事調
査に基づいた個人別の栄養指導を含む講習会等
を実施します。

　防災行政無線をデジタル化するための設計委
託を実施します。

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の新型受
信機を整備します。

9 8

安心して暮らせる、高齢者や
社会的弱者にもやさしいまちづくり

排水ポンプ車整備事業
　　　　　   １億566万2千円

公民館・入西地域交流センター
祝日開館実施事業　　250万円

　広域静苑組合への加入に向け、火葬場施設の
整備等に係る経費を負担します。

　市民バスの更なる利便性の向上を図るため、
運行計画の見直しを実施します。

　未婚率の改善等を図るため、継続的な相談支
援が受けられる窓口の開設、地域ぐるみでの婚
活支援などの事業を展開します。

地域の活力を高め、
快適な環境を創造するまちづくり

婚活支援事業　　　  94万６千円 ●森戸橋架替整備事業（継続事業）
　　　　　　　　　　　　  ３億 1,808 万８千円
●住宅対策事業　　　　　　　　1,671 万３千円
●農業活性化事業　　　　　　　　398 万１千円

地域公共交通運行事業
　　　　　　　  ８,713万９千円

斎場整備事業　3億４,245万7千円

葉酸プロジェクト（認知症予防等）
推進事業　　 　　　177万1千円

防災行政無線放送設備デジタル化事業　
　　　　　　　　　　1,500万円

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
整備事業　　　　　 355万2千円

新斎場完成予想ＣＧ新斎場完成予想ＣＧ
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３
月
１
日
（木）
に
土
地
所
有
者
、
坂

戸
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一ひ

ふ

み
二
三
富
の
会

の
三
者
に
よ
り
、
市
民
緑
地
の
管
理

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
が
土
地
所
有
者
か
ら
緑
地
を
借

り
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
下
草
刈
り

な
ど
の
管
理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
に
残
さ
れ
た
緑
を
守
り

育
て
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
自
由
に
散
策
で
き
る
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
市
民
の
森

を
ぜ
ひ
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
所　
堀
込
41
番
、
新
堀
87
番
、

新
堀
96
番
（
入
西
小
学
校
先
の
堀

込
と
新
堀
の
境
付
近
の
山
林
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

　
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
対
象　
平
成
30
年
中
に
市
内
で

　
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
写
真

募
集
部
門　

◇
「
自
然
・
風
景
部
門
」

市
内
の
自
然
風
景
、
建
物
、
街
並

み
、
草
花
な
ど
季
節
感
を
こ
め
た

写
真　

◇
「
い
き
い
き
坂
戸
部
門
」

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
日
常
に
お
け

る
笑
顔
や
元
気
で
活
気
が
あ
る
写

真
応
募
点
数　
各
部
門
に
つ
き
一
人
３

　
点
ま
で

応
募
期
間　
４
月
10
日
（火）
〜
平
成
31

年
１
月
４
日
（金）

応
募
方
法　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
応
募
専
用
サ
イ
ト
か
ら
の
投

稿
方
式
で
の
応
募

※
プ
リ
ン
ト
写
真
に
よ
る
郵
送
及
び

持
込
み
に
よ
る
応
募
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

結
果
発
表　
平
成
31
年
３
月
上
旬

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

商
工
労
政
課
に
あ
る
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
『
坂
戸
よ
さ
こ
い
部
門
』
の
詳
細

は
、
広
報
さ
か
ど
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
７
）

　
西
入
間
警
察
署
で
は
、
市
民
の
要

望
と
放
置
駐
車
車
両
の
実
態
を
踏
ま

え
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た

め
に
駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
か
ら
、
駐
車
監
視
員
の

放
置
駐
車
違
反
取
締
り
重
点
区
域
を

変
更
し
ま
す
。

変
更
点

◇
北
坂
戸
駅
周
辺　
薬
師
町
地
内
区

域
の
一
部
削
減
、
伊
豆
の
山
町
及

び
溝
端
町
地
内
区
域
の
一
部
拡
張

及
び
重
点
路
線
の
廃
止

◇
若
葉
駅
周
辺　
鶴
ヶ
島
市
藤
金
・

共
栄
町
・
脚
折
町
地
内
区
域
に
取

締
り
重
点
路
線
を
新
設

※
放
置
駐
車
標
章
が
貼
ら
れ
て
い
た

ら
、
標
章
、
運
転
免
許
証
、
車
検

証
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
警
察
署

又
は
交
番
へ
出
頭
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
警
察
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
西
入
間
警
察
署
☎
284
・
０
１
１
０

市
民
の
森
が
で
き
ま
し
た
！

緑
い
っ
ぱ
い
の
憩
い
の
場

緑と花と清流基金緑と花と清流基金
緑と花と清流保全等活動事業補助金緑と花と清流保全等活動事業補助金

高さが15m以上で、1.2mの高さの
幹の周囲が1.5m以上のもの

枝葉の面積が25㎡以上のもの

市街化区域…面積が500㎡以上

市街化調整区域…面積が3,000㎡以上

植生後 10年以上のもので、長さ30m
以上、かつ、高さが1.2m以上のもの

2,000円

2,000円

１㎡につき
10円

１㎡につき
1円

10mにつき
700円

保

存

樹

木

つる性樹木

独立樹木

樹林・竹林

生　け　垣

 区　　分 指　定　基　準 補助金額
（年額）

◇
自
然
・
風
景
部
門

最
優
秀
賞
「
鑑
賞
独
り
占
め
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
石
ち
ゃ
ん

◇
い
き
い
き
坂
戸
部
門

最
優
秀
賞
「
狐
と
獅
子
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
あ
ま
が
え
る

◇
坂
戸
よ
さ
こ
い
部
門

最
優
秀
賞
「
お
や
じ
の
出
番
」

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
じ
じ

末広町

溝端町

伊豆の山町

薬師町

芦山町
北坂戸駅北坂戸駅

至高坂駅至高坂駅

至坂戸駅至坂戸駅

溝端公園

ＵＲ都市機構
北坂戸団地

芦山公園

鶴ヶ島ＩＣ

千代田三丁目関間

脚折町４
交差点

若葉駅若葉駅
ワカバウォーク

女子栄養大学

至坂戸駅至坂戸駅

至鶴ヶ島駅至鶴ヶ島駅

前回の受賞作品 め
っ
け
た

め
っ
け
た  

さ
か
ど
！

さ
か
ど
！  

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト  

観
光
編

観
光
編

第
４
回

放
置
駐
車
違
反
取
締
り
重
点
区
域
の
変
更

反反反
取

緑と花と清流基金
　緑と花と清流基金は、ごみ減量の成果を目に見え
るものに還元しようとするもので、緑の保全・創造
に関する事業の財源としています。
　基金は、平成16年度から始まった「新たなごみ
の分別後のごみ量」を「旧分別のごみ量」と比較し、
その成果に応じ一般会計から積み立てています。
　昨年度は約6,444トンの削減に対し、約1,933万円
の積立てができました。今年度も「花のまちづくり
推進事業」、「緑化活動への補助金」等の８事業を展開
する予定です。
　引き続き、緑と花と清流の保全のため、ごみの減
量にご協力ください。

緑と花と清流保全等活動事業補助金
対　象　市民団体、区・自治会、ＰＴＡ、子供会な
　ど市内で活動する営利目的でない団体
対象事業と経費
◇地域の緑化推進に関する事業のうち、樹木の植栽
　や緑地の管理に要する経費等
◇花壇の設置に関する事業のうち、新たな花壇の設
　置に要する経費
◇清流の保全に関する事業のうち、河川の水質調査
　や河川の清掃に要する経費等
補助金額　１団体10万円以内（年１回、同一の事業
　は３年を限度）
※予算の範囲内で先着順となります。
問環境政策課（内線365）

生け垣設置奨励補助金
対　象　新たに、道路に３ｍ以上連続して沿う、樹
高１ｍ以上、生け垣の長さ１ｍあたり３本以上植
樹する場合。生け垣に適した樹種で、生け垣と道
路の間に築造物が存在しないこと。
※申請前に着工した場合は補助対象になりません。

補助金額　１ｍあたり 3,000円（限度額 50,000円）
※生け垣を設置するために、ブロック塀等を撤去す
　る場合も別途補助金が出ます。
保存樹木補助金
対　象　下表の基準に達した樹木、樹林等を保存樹
木として指定し、補助金を交付します。指定期間
は５年で、その後も更新可能です。
補助金額等　下表のとおり

保存樹木等の補助金交付保存樹木等の補助金交付

※補助金は全て予算の範囲内で先着順となります。
問環境政策課（内線365）
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市
で
は
、
市
民
が
主
体
と
な
る
自

立
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
提
案

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
市
と
の
協
働

事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
手
続
に
関
す
る
詳
細
及
び
各
種
申

請
書
等
は
、
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
応
募
を
検
討
し
て
い
る
団

体
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
４
月
２
日
（月）
〜
27
日
（金）

対
象
団
体　
市
内
に
お
い
て
公
益
的

な
活
動
を
行
い
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
市
民
活
動
団
体

◇
５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
そ

の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
し
て
い
る
団
体

◇
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
及
び
選
挙

　
活
動
を
目
的
と
し
な
い
団
体

◇
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が

　
定
め
ら
れ
て
い
る
団
体

◇
適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い

る
団
体

※
新
た
に
団
体
を
設
立
し
、
提
案
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
前
述
の
と

お
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

対
象
事
業　
地
域
の
活
性
化
又
は
地

域
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に

新
た
に
取
り
組
む
事
業
又
は
既
存

の
事
業
を
拡
充
し
て
行
う
事
業
で
、

補
助
対
象
団
体
が
主
体
的
か
つ
自

発
的
に
行
う
事
業

※
た
だ
し
、
次
の
全
て
に
該
当
し
な

　
い
事
業
。

◇
市
の
他
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事

　
業

◇
団
体
の
運
営
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
選
挙
活
動

　
を
目
的
と
す
る
事
業

◇
共
益
的
な
事
業
（
団
体
の
構
成
員

　
の
み
を
対
象
と
す
る
事
業
）

◇
そ
の
他
補
助
す
る
こ
と
が
適
当
で

　
な
い
と
市
長
が
認
め
る
事
業

補
助
金
額　
限
度
額
10
万
円
（
１
団

体
に
つ
き
１
事
業
ま
で
の
申
請
と

し
、
同
一
の
事
業
を
継
続
し
て
複

数
年
行
う
場
合
の
交
付
期
間
は
３

年
を
限
度
と
し
ま
す
。）

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
５
）

期　
日　
４
月
29
日
（日）

場　
所　
市
民
総
合
運
動
公
園
及
び

　
勝
呂
公
民
館

内　
容

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　
午

前
８
時
30
分
〜
軟
式
球
場
（
雨
天

の
場
合
は
大
体
育
室
）

※
桜
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、
演
奏
を

　
行
い
ま
す
。

◇
館
庭　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ふ
れ

　
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
等

◇
屋
内　
体
育
協
会
支
部
対
抗
綱
引

き
大
会
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
等
（
参

加
者
は
体
育
館
履
き
を
持
参
）

◇
屋
外　
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
等

※
そ
の
他
多
数
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
内
線
５
９
６
）

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
新
体
操

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
レ
ッ
ス
ン

場　
所　
大
体
育
室

時　
間　
午
後
０
時
45
分
〜
１
時
45

　
分

　
畠
山
愛
理
さ
ん
は
、
６
歳
か
ら
新

体
操
を
始
め
、
２
０
１
２
年
に
は
ロ

ン
ド
ン
五
輪
に
団
体
出
場
し
、
７
位

入
賞
に
貢
献
。
２
０
１
５
年
の
世
界

新
体
操
選
手
権
で
は
団
体
種
目
別
リ

ボ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
２
０
１

６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に

も
団
体
出
場
し
、
現
在
で
は
新
体
操

の
指
導
、
講
演
、
メ
デ
ィ
ア
出
演
な

ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
演
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
体
操
レ
ッ
ス
ン
に
つ
い
て
は
、

　
観
覧
の
み
可

生い
く
や
ま山

ヒ
ジ
キ
の
な
わ
と
び

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー・レ
ッ
ス
ン

場　
所　
館
庭
ス
テ
ー
ジ・大
体
育
室

時　
間　
◇
館
庭
ス
テ
ー
ジ
＝
午
前

10
時
30
分
〜
11
時　
◇
大
体
育
室

＝
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
12
時
45

分
　
誰
も
が
一
度
は
や
っ
た
こ
と
の
あ

る
「
な
わ
と
び
」
を
操
り
、
卓
越
し

た
技
術
を
持
つ
プ
ロ
な
わ
と
び
プ
レ

ー
ヤ
ー
生
山
ヒ
ジ
キ
さ
ん
が
館
庭
ス

テ
ー
ジ
で
驚き

ょ
う
が
く愕

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
体
育
室
で
は
、
生
山
ヒ

ジ
キ
さ
ん
に
よ
る
「
な
わ
と
び
レ
ッ

ス
ン
」
を
行
い
ま
す
。
各
地
で
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
指
導
を
ご
体
験

く
だ
さ
い
。

５月14日(月)から受験申込の受付を開始します。（４月２日(月)から募集要項を配布します。）

坂戸市の明るい未来へ、あなたの力を活かそう！

若手職員にインタビューしました！

受付期間　平成30年５月14日（月）～18日（金）
受付方法　持参又は郵送（〒350-0292　埼玉県坂戸市千代田一丁目1番1号　坂戸市役所　職員課宛）
※詳しくは、市ホームページ又は職員課、各出張所・公民館、図書館で配布する募集案内をご覧ください。
問 職員課（内線224）

坂戸市職員を募集
平成31年４月１日 採用

受付手続

◆職員になろうと思った理由
　親族の介護で、多くの行政サービスを受けたことがきっかけで公務員
という仕事に関心を持ちました。生まれ育った坂戸市のために貢献した
いと思い、志望しました。
◆公務員の魅力
　仕事では、新たな課題に次々と直面しています。先輩職員に相談しな
がら、熱意とアイデアを持って取り組んだ結果、市民の方々に喜んでも
らえるのは、大きな魅力です。
◆受験生へのメッセージ
　日々多くの市民の方と接し、様々な考え方に触れることができ、自分
自身成長することができる非常にやりがいのある仕事だと感じています。
私たちと一緒にがんばりましょう。

試験
区分

短期大学（専修学校を含む）を卒業した方又は平成31年
3月までに卒業見込みの方
高等学校を卒業した方又は平成31年3月までに卒業見
込みの方
大学・短期大学（専修学校を含む）・高等学校を卒業した方又は平成
31年３月までに卒業見込みの方で、以下の要件を全て満たす方
①身体障害者手帳の交付を受けている方
②自力で通勤でき、介助者なしに週38時間45分の職務
　の遂行が可能な方
③活字印刷による試験問題に対応できる方

平成２年4月2日
以降に生まれた方
平成4年4月2日
以降に生まれた方
平成6年4月2日
以降に生まれた方

昭和58年4月2日
以降に生まれた方

昭和63年4月2日
以降に生まれた方

事 務 職

事 務 職

職　種

大学

短大

高校

大学

短大

高校

５名程度

若 干 名

採用予定
人数

受 験 資 格 な ど
学 歴 な ど 年　齢

大学を卒業した方又は平成31年3月までに卒業見込みの方

短期大学（専修学校を含む）で土木の専門課程を専攻し
卒業した方又は平成31年 3月までに卒業見込みの方
高等学校で土木の専門課程を専攻し卒業した方又は平
成31年 3月までに卒業見込みの方

昭和63年4月2日
以降に生まれた方
平成２年4月2日
以降に生まれた方
平成４年4月2日
以降に生まれた方

土 木 職

大学

短大

高校

―

３名程度

大学で土木の専門課程を専攻し卒業した方又は平成31年
３月までに卒業見込みの方

学 芸 員 ２名程度 大学もしくは大学院で日本考古学を専攻し学芸員資格を
有する方又は平成31年3月までに資格取得見込みの方

区 　 分 日　　時 会　　場

平成30年６月24日（日） 坂戸市役所１次試験

（身体障害者対象）

課税課　市民税担当　佐伯主事課税課　市民税担当　佐伯主事

職種・採用予定人数・受験資格など（平成31年4月1日採用）

試験日・会場

提
案
型
協
働
事
業
を
募
集

畠山愛理畠山愛理さんさん生山ヒジキ生山ヒジキさんさん

第第
1717
回回    

坂
戸
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

坂
戸
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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「
住
宅
宿
泊
事
業
法（
民
泊
新
法
）」

が
６
月
15
日
（金）
か
ら
施
行
さ
れ
、
住

宅
に
有
料
で
旅
行
者
を
宿
泊
さ
せ
る

こ
と
（
民
泊
）
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

民
泊
を
行
う
際
の
ル
ー
ル

◇
始
め
る
前
に
届
け
出
を　
民
泊
を

始
め
る
場
合
は
、
県
知
事
等
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

届
け
出
の
事
前
受
付
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
、「
民
泊
制

度
運
営
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
て
、

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
年
間
営
業
日
数
180
日
ま
で　
営
業

（
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
）
が
で
き
る

日
数
は
、
年
間
180
日
ま
で
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
180
日
を
超
え
て

の
営
業
は
違
法
で
す
。

◇
標
識
の
掲
示
を
義
務
付
け　
民
泊

を
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
標

識
を
、
門
扉
や
玄
関
な
ど
に
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
消
防
法
令
適
合
通
知
書

を
取
得
す
る
こ
と
、
騒
音
配
慮
や

ご
み
捨
て
の
マ
ナ
ー
を
外
国
語
で

説
明
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
民
泊
を
始
め
る

場
合
の
注
意
点

　
民
泊
の
営
業
が
可
能
で
あ
る
旨
を

管
理
規
約
な
ど
で
定
め
て
あ
れ
ば
届

け
出
が
可
能
で
す
。

　
ま
ず
は
管
理
組
合
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
民
泊
制
度
や
届
出
方
法
に
関
す
る

問
合
せ
は
、
民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
041
・
389

※
月
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
５
時

問
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
規
約
の
改
正
に

関
す
る
問
合
せ
は
（
公
財
）
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
03
・

３
２
２
２
・
１
５
１
７
又
は
埼
玉

県
住
宅
課
☎
048
・
830
・
５
５
７
３

問
総
合
問
合
せ
は
埼
玉
県
観
光
課　

　
☎
048
・
830
・
３
９
５
９

事
務
事
業
評
価
と
は

　
市
で
は
、限
ら
れ
た
行
政
資
源（
財

源
、
人
な
ど
）
を
効
率
的
に
活
用
し
、

事
業
の
目
的
と
す
る
効
果
を
生
み
出

し
て
い
る
か
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
真
に

応
え
て
い
る
か
を
絶
え
ず
評
価
し
、

よ
り
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
に
事

務
事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

評
価
方
法

◇
一
次
評
価　
事
業
所
管
課

◇
二
次
評
価　
庁
内
評
価
委
員
会

◇
三
次
評
価　
市
民
の
視
点
か
ら
事

務
事
業
を
検
証
す
る
坂
戸
市
事
務

事
業
外
部
評
価
委
員
会

　
評
価
方
法
は
、
三
次
ま
で
評
価
を

実
施
し
、
評
価
結
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
三
次
評
価
は
、
市
民
生
活

に
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
、
議
論
の

余
地
が
あ
る
左
記
の
６
事
業
に
つ
い

て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

三
次
評
価
対
象
事
業

①
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
事
業

②
出
生
世
帯
向
け
商
品
券
交
付
事
業

③
自
主
防
災
組
織
整
備
事
業

④
空
き
家
等
対
策
事
業

⑤
創
業
経
営
発
達
支
援
事
業

⑥
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

　
評
価
の
例
と
し
て
、
自
主
防
災
組

織
整
備
事
業
は
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
率
の
高
さ
は
評
価
し
つ
つ
、
市

内
の
会
社
や
団
体
等
の
自
主
防
災
組

織
の
状
況
把
握
が
十
分
で
な
い
等
の

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
各
事
業
の
評
価
に
つ

い
て
も
、
必
要
性
が
高
く
今
後
も
継

続
す
べ
き
と
の
意
見
や
、
事
業
の
効

率
性
や
効
果
を
更
に
高
め
る
改
善
提

案
な
ど
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
運
営
を
推

進
し
、
行
政
の
透
明
性
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
評
価
結
果
の
詳
細
は
、
政
策
企
画

課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出

張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
会
委
員

を
募
集

応
募
資
格　
応
募
日
現
在
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◇
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
本
市
に
在
勤
又
は
在
学
す
る
20
歳

　
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
本
市
の
他
の
附
属

　
機
関
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
員　
２
名

任　
期　
２
年

委
員
の
役
割　
市
が
行
う
事
務
事
業

　
に
対
す
る
検
証
や
改
善
提
案
等

会　
議　
１
年
度
当
た
り
５
回
程
度

応
募
期
限　
４
月
27
日
（金）
（
必
着
）

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
政
策

企
画
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

282・

０
０
３
９　

sakado11@
city.

sakado.lg.jp

）
へ

※
申
込
書
は
、
政
策
企
画
課
、
市
民

生
活
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

各
出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書

館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
（
内
線
１
３
４
）

　
石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業

施
工
区
域
に
つ
い
て
は
、
宅
地
開
発

や
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
市
街
地

の
形
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
３
年
に
一
度
の
評
価

替
え
年
度
に
あ
た
る
平
成
30
年
度
か

ら
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に
変
更
し

ま
す
。

評
価
方
法
変
更
対
象
の
土
地　
こ
の

区
域
内
で
仮
換
地
の
使
用
収
益
を

開
始
し
た
、
み
な
す
課
税
を
し
て

い
る
土
地

◇
市
街
地
宅
地
評
価
法

　
市
街
地
宅
地
評
価
法
と
は
、
路
線

価
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
街
路

ご
と
に
、
そ
の
街
路
に
沿
接
す
る
標

準
的
な
宅
地
の
１
㎡
当
た
り
の
路
線

価
を
付
設
し
、
こ
の
路
線
価
に
基
づ

い
て
所
定
の
画
地
計
算
法
を
適
用
し
、

各
筆
の
評
点
数
を
求
め
る
方
法
で
す
。

　
市
街
地
的
な
形
態
を
形
成
す
る
地

域
で
は
、
こ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
課
税
課
（
内
線
２
６
５
）

石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

石
井
・
片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

土
地
の
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す

土
地
の
評
価
方
法
を
変
更
し
ま
す

内　容　一般教養、軽体操等
対　象　60歳以上の市内在住者
申込み　4月９日（月）～11日（水）に参加費を添えて各公民
　館へ直接※中央公民館は電話申込み可

新しい友達を作り生きがいのある豊かな生活を送りませんか！

※申込みは１人２名まで。複数の大学は受講できません。

高 齢 者 大 学

坂戸にこにこ大学
中央公民館
☎281・1567（申込み
受付9時～）※電話可

北坂戸寿大学
北坂戸公民館
☎283・3962
（申込み受付8時30分～）

かるかや大学･浅羽野
浅羽野公民館
☎283・6262
（申込み受付8時30分～）

千代田大学
千代田公民館
☎283・3822
（申込み受付8時30分～）

5月9日～平成31年3月13日
主に第２水曜日　全11回
午前９時30分～11時30分
※抽せん。２年連続落選の方優先

5月15日～平成31年3月5日
主に火曜日　全12回
午前９時30分～11時30分
※先着順

5月16日～平成31年１月16日
主に第３水曜日　全９回
午後１時30分～3時30分
※先着順

5月16日～平成31年２月13日
主に水曜日　全14回
午前９時30分～11時30分
※先着順

48名

48名

60名

48名

1,000円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

1,000円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

必要に応じて
集金

500円
（教材費等）
その他、必要に
応じて集金

参加費等定員大学名 日　　　時

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
及
び
分
散
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

機
器
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
方

◇
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
設

置
す
る
方
又
は
自
ら
が
居
住
す
る

た
め
に
機
器
が
設
置
さ
れ
た
市
内

の
住
宅
を
購
入
す
る
方

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
（
太
陽
光
）
設
置
完
了
日
又
は
建

売
住
宅
の
引
渡
し
を
受
け
、
電
力

受
給
契
約
の
完
了
日
か
ら
30
日
以

内
又
は
当
該
年
度
の
３
月
10
日
ま

で
に
完
了
報
告
書
及
び
請
求
書
の

提
出
が
可
能
な
方

◇
（
創
エ
ネ
）
設
置
完
了
日
又
は
建

売
住
宅
の
引
渡
日
か
ら
起
算
し
て

30
日
以
内
又
は
当
該
年
度
の
３
月

10
日
ま
で
に
完
了
報
告
書
及
び
請

求
書
の
提
出
が
可
能
な
方

補
助
金
額

◇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　
１
件
５

万
円
（
う
ち
２
万
円
は
商
品
券
で

交
付
）

◇
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ

ィ
ル
）
１
件
５
万
円
（
う
ち
２
万

円
は
商
品
券
で
交
付
）

・
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）
１
件
10
万
円
（
う
ち
４
万
円

は
商
品
券
で
交
付
）

申
請
方
法　
工
事
着
工
前
又
は
建
売

住
宅
の
引
渡
し
前
に
申
請
書
を
環

境
政
策
課
へ
提
出

※
商
品
券
は
、
坂
戸
市
商
工
会
が
発

行
す
る
「
さ
か
ど
街
お
こ
し
応
援

券
」
で
す
。

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
先

　
着
順
と
な
り
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
３
）

　
坂
戸
市
商
工
会
で
は
、
地
域
経
済

対
策
の
一
環
と
し
て
市
内
業
者
に
よ

り
店
舗
又
は
住
宅
を
改
修
す
る
方
に

補
助
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
補
助
対
象
と
な
る
建
築
物
の
所
有

者
又
は
自
ら
営
む
店
舗
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅
と
し
て
借
り
受
け
て

い
る
方

◇
対
象
工
事
が
年
度
内
に
完
了
す
る

　
方

◇
補
助
金
申
請
前
に
工
事
等
を
着
工

　
し
て
い
な
い
方

補
助
対
象
工
事
等　
内
外
装
の
改
修

工
事
、
店
舗
・
居
室
・
浴
室
・
玄

関
・
台
所
等
の
改
修
工
事
で
金
額

が
20
万
円
以
上
で
市
内
業
者
が
行

う
も
の

補
助
内
容　
工
事
費
用
の
５
％
（
限

度
額　
店
舗
20
万
円　
住
宅
10
万

円
）
相
当
の
商
品
券
（
さ
か
ど
街

お
こ
し
応
援
券
）

※
坂
戸
市
商
工
会
会
員
事
業
所
が
施

工
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
部
取

扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
工
事
着
工
前
に
申
請
書

　
を
坂
戸
市
商
工
会
へ
提
出

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

問
坂
戸
市
商
工
会
☎
282
・
１
３
３
１

民
泊
を
始
め
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

民
泊
を
始
め
る
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

平
成
平
成
2929
年
度
事
務
事
業
評
価
を
公
表
・

年
度
事
務
事
業
評
価
を
公
表
・

　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
募
集

　
　

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
募
集
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坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画
道
路
及

び
市
街
地
整
備
事
業
の
変
更
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計

画
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
変
更
案
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦　
覧

期　
間　
４
月
４
日
（水）
〜
18
日
（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場　
所　
都
市
計
画
課

内　
容　
都
市
計
画
道
路
（
片
柳
中

央
東
通
線
、
片
柳
中
央
西
通
線
及

び
片
柳
石
井
線
）
及
び
市
街
地
整

備
事
業
（
片
柳
土
地
区
画
整
理
事

業
）
の
変
更

※
都
市
計
画
の
案
は
４
月
４
日
（水）
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

対　
象　
市
内
在
住
者
及
び
利
害
関

　
係
人

提
出
方
法　
４
月
18
日
（水）
午
後
５
時

15
分
（
必
着
）
ま
で
に
意
見
書
を

直
接
又
は
郵
送
で
、
都
市
計
画
課

（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市
千

代
田
１
―

１
―

１
）
へ

※
意
見
書
の
様
式
は
都
市
計
画
課
に

　
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
（
内
線
５
３
３
）

　
図
書
館
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た

め
、
市
民
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
く
、
図
書
館
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
応
募
日
現
在
、
家
庭
教

育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
（
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
を

し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

◇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方

◇
市
内
に
在
勤
・
在
学
す
る
20
歳
以

　
上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
市
の
他
の
附
属
機

　
関
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
数　
１
名

任　
期　
７
月
１
日
〜
平
成
32
年
６

　
月
30
日

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
（
テ
ー
マ
「
家
庭

教
育
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
」

800
字
以
内
）
を
添
え
て
、
直
接
又

は
郵
送
で
中
央
図
書
館
（
〒
350
―

０
２
２
７　
坂
戸
市
仲
町
１
―

23
）

へ
※
応
募
要
領
、
申
込
書
及
び
原
稿
用

紙
は
、
市
民
生
活
課
、
社
会
教
育

課
、
中
央
図
書
館
、
城
山
公
民
館

図
書
室
、
大
家
分
館
、
勝
呂
分
館
、

各
児
童
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
・

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。  

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

作
文
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
281･

６
３
６
９ 

対　
象

①
坂
戸
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
満
30
歳
以
上
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

※
補
助
は
年
度
内
一
人
１
回
と
な
り

　
ま
す
。

申
請
場
所　
健
康
保
険
課

申
請
方
法

◇
坂
戸
市
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る

　
場
合

・
検
査
料
金
３
万
５
千
円
（
税
抜
）

の
う
ち
、
２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
前
に
、
健

康
保
険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
、
受
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

◇
坂
戸
市
指
定
医
療
機
関
以
外
で
受

　
け
る
場
合

・
検
査
料
（
消
費
税
を
引
い
た
額
）

の
３
分
の
２
（
100
円
未
満
切
り
捨

て
）
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

上
限
額
は
２
万
円
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
後
、
人
間

ド
ッ
ク
検
診
が
明
記
さ
れ
て
い
る

領
収
書
、
被
保
険
者
証
、
受
け
た

方
名
義
の
預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
40
歳
以
上
の
方
で
、
特
定

健
診
又
は
健
康
診
査
を
未
受
診
の

方
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
健
康
保
険

課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
内
線
４
４
６
）、後
期
高
齢
者
医

療
担
当
（
内
線
４
３
５
）

　
坂
戸
都
市
計
画
事
業
片
柳
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
つ

い
て
、
土
地
区
画
整
理
法
の
規
定
に

よ
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
計
画
の
変
更
に

対
し
て
、
埼
玉
県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦　
覧

期　
間　
４
月
５
日
（木）
〜
18
日
（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場　
所　
区
画
整
理
事
務
所
（
柳
町

　
２
３
４
１
番
地
１
）

意
見
書
の
提
出

対　
象　
利
害
関
係
者

提
出
方
法　
５
月
２
日
（水）
午
後
５
時

15
分
（
必
着
）
ま
で
に
、
意
見
書

を
直
接
又
は
郵
送
で
、
埼
玉
県
市

街
地
整
備
課
（
〒
330
―

９
３
０
１

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―

15

―

１
）
へ

問
区
画
整
理
事
務
所
☎
283･

７
６
０

　
０

　
市
の
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
な

ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査

及
び
審
議
す
る
坂
戸
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

◇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方
（
外
国

人
を
含
む
）

◇
市
内
に
在
勤
・
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

　
せ
ん
。

・
応
募
日
現
在
、
市
の
附
属
機
関
等

　
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
方

・
政
党
役
員
又
は
政
党
職
員

募
集
人
数　
２
名

任　
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境

政
策
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂

戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283・

１
６
８
５　

sakado41@
ci

ty.sakado.lg.jp)

へ

※
申
込
書
は
、
環
境
政
策
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
出
張
所
・
公

民
館
、
環
境
学
館
い
ず
み
、
中
央

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

応
募
期
限　
４
月
27
日
（金）
（
必
着
）

選
考
方
法　
坂
戸
市
附
属
機
関
等
委

員
公
募
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
（
内
線
３
９
２
）

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
地
域
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
学
習

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

日　
時　
▽
説
明
会
＝
５
月
23
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時　
▽
サ
ポ
ー
タ

ー
研
修
会
＝
５
月
30
日
（水）　
午
前

９
時
〜
正
午　
▽
学
習
日
＝
６
月

13
日
〜
10
月
31
日　
毎
週
月
曜
日

（
８
月
15
日
は
休
み
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

内　
容　
参
加
高
齢
者
へ
の
読
み
書

　
き
計
算
な
ど
の
学
習
支
援
等

対　
象　
お
お
む
ね
65
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
市
民
で
、
高
齢
者
と
明
る
く

会
話
を
楽
し
め
る
方

定　
員　
８
名
（
先
着
順
）

謝　
礼　
１
日
１
千
100
円
（
学
習
日

　
の
み
）

参
加
者
募
集

　
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
で
脳
を
活

性
化
さ
せ
ま
す
。
地
域
の
仲
間
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
▽
説
明
会
＝
６
月
６
日
（水）

午
前
10
〜
11
時　
▽
学
習
日
＝
６

月
13
日
〜
10
月
31
日
毎
週
水
曜
日

（
８
月
15
日
は
休
み
）
午
前
10
時

〜
11
時
10
分

内　
容　
週
に
１
回
の
教
室
学
習
と

　
毎
日
の
自
宅
学
習

対　
象　
ひ
と
り
で
通
え
る
65
歳
以

　
上
の
方

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
毎
月
１
千
180
円
（
教
材
費
）

持
ち
物　
筆
記
用
具

《
共
通
事
項
》

場　
所　
中
央
図
書
館　

申
込
み　
４
月
９
日
（月）
〜
直
接
又
は

　
電
話
で
高
齢
者
福
祉
課
へ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
４
３
６
）

片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

坂
戸
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
を
募
集

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

「
す
こ
や
か
脳
ク
ラ
ブ
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
・
参
加
者
募
集

「
す
こ
や
か
脳
ク
ラ
ブ
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
・
参
加
者
募
集

脳
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
！

脳
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
！

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の額は、物価の
変動に応じて自動的に額を改定する「自動物価スラ
イド制」がとられています。消費者物価指数の上昇
により、平成30年４月から月額が下記のとおり改
定されますが、改定後の額での手当の支給は、平成
30年８月からとなります。

　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改
定され、平成30年度と平成31年度の埼玉県内の保
険料率及び賦課限度額は、表のとおり決定しました。

児童扶養手当・
特別児童扶養手当の改定

後期高齢者医療制度の
保険料率等が改正

　子育て支援課（内線 423）問

　健康保険課後期高齢者医療担当（内線435）問

１人につき3,010円～6,020円を加算
※所得に応じて支給額が決まります。

子どもの人数
１  人

２  人

３人以上

月　額（一部支給） 
10,030 円～ 42,490 円

月　額
42,500 円

52,540 円

児童扶養手当

障害の状態
１級（重度）
２級（中度）

月　額　（１人について）
51,700 円
34,430 円

特別児童扶養手当

１人の場合の月額＋5,020円
～ 10,030円を加算

均 等 割 額

所 得 割 率

賦課限度額

42,070円

8.34％

57 万円

41,700円

7.86％

62 万円

区　分 平成28・29年度 平成30・31年度

坂
戸
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

坂
戸
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集

病
気
の
早
期
発
見
に

病
気
の
早
期
発
見
に
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
は
、
平

成
25
年
11
月
に
運
行
を
開
始
し
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
目
的
地
ま
で
の

時
間
が
長
い
等
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、「
坂
戸
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」
を
開
催
し
、
新
た
な

運
行
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
運
行
計
画
見
直
し
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市

民
生
活
課
（
〒
350
―

０
２
９
２　

坂
戸
市
千
代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１
７
１
６　

sakado31@
city.sakado.lg.jp

）
へ
送
付
す
る

か
、
下
記
応
募
用
紙
設
置
場
所
に

あ
る
提
案
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
所
定
の
応
募
用
紙

を
原
則
と
し
ま
す
が
、
住
所
（
勤

務
地
・
学
校
名
）、氏
名
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
す
れ
ば
、

任
意
の
様
式
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

案
・
応
募
用
紙
設
置
場
所　
市
民
生

活
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
市

民
生
活
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

問
市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

対　
象　
坂
戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・
毛

呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
に
在

住
・
在
学
す
る
小
学
生
以
上
の
方

作
品
の
テ
ー
マ

◇
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
全
般

◇
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防

　
止

◇
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◇
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

◇
万
引
き
防
止

◇
自
転
車
盗
難
被
害
防
止

作
品
の
規
格　
用
紙
サ
イ
ズ
は
四
つ

　
切
か
ら
八
つ
切
の
範
囲
内

※
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
標
語
）
は

　
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
６
月
15
日
（金）
（
必
着
）

応
募
方
法　
住
所
、氏
名
、職
業
（
学

校
名
・
学
年
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
作
品
の
ね
ら
い
を
裏
面
に
明

記
の
う
え
、
直
接
又
は
郵
送
で
西

入
間
地
区
防
犯
協
会
（
〒
350
―

０

２
１
５　
坂
戸
市
関
間
２
―

４
―

17　
西
入
間
警
察
署
内
）
へ

そ
の
他

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上

　
げ
ま
す
。

・
優
秀
な
作
品
は
、
県
又
は
西
入
間

地
区
防
犯
協
会
よ
り
表
彰
状
と
副

賞
を
授
与
し
ま
す
。

問
西
入
間
地
区
防
犯
協
会
☎
281
・
８

　
４
８
４

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
障
害
児
を
介

護
す
る
方
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

や
障
害
児
の
外
出
支
援
を
図
る
た
め
、

介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
自
家
用
自

動
車
に
対
し
て
、
自
動
車
燃
料
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
運
転
免

　
許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

◇
自
己
又
は
同
居
の
親
族
が
自
動
車

　
を
所
有
し
て
い
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
障
害
児
を

　
扶
養
し
て
い
る
方

※
障
害
児
を
介
護
す
る
方
が
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
又
は
自

動
車
燃
料
購
入
費
補
助
金
の
い
ず

れ
か
に
該
当
の
場
合
は
、
対
象
外

対
象
と
な
る
障
害
児　
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
指
定
難
病
医
療

受
給
者
証
又
は
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
18

歳
未
満
の
児
童

補
助
金
額　
障
害
児
１
人
に
つ
き
購

入
し
た
燃
料
１
ℓ
当
た
り
50
円

（
１
か
月
20
ℓ
を
上
限
）

問
障
害
者
福
祉
課
（
内
線
４
１
７
）

国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
仮
徴
収
額
の『
平
準
化
』

　
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
落
し
）
は
、
年
６
回
あ
る

納
期
の
前
半
（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

を
「
仮
徴
収
」、
後
半
（
10
月
・
12

月
・
翌
年
２
月
）
を
「
本
徴
収
」
と

し
て
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

世
帯
構
成
や
所
得
の
変
動
な
ど
に
よ

り
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
特
別
徴
収
額
が
１
年

度
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
均
等
に
な

る
よ
う
に
、
６
月
と
８
月
の
仮
徴
収

額
を
変
更
（
平
準
化
）
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
準
化
に
よ
り
年
間
の
保

険
税
（
料
）
額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

対　
象　
平
成
29
年
度
の
保
険
税（
料
）

を
参
考
に
、
平
成
30
年
度
の
仮
徴

収
額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な
差
が

生
じ
る
と
見
込
ま
れ
る
方

通
知
日　
４
月
下
旬
に
「
仮
徴
収
額

　
変
更
通
知
書
」
を
発
送

問
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
内
線
４
４
６
）、
後
期
高
齢
者

医
療
担
当
（
内
線
４
３
９
）

　
平
成
29
・
30
年
度
坂
戸
市
建
設
工

事
請
負
等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
建

設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理
）
に
係
る
追
加
申

請
受
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

◇
新
規
申
請
（
平
成
29
・
30
年
度
の

坂
戸
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

事
業
所
）
４
月
２
日
（月）
〜
20
日
（金）

◇
追
加
申
請
（
申
請
業
種
の
追
加
等

　
を
希
望
す
る
事
業
所
）
４
月
２
日

　
（月）
〜
27
日
（金）

申
請
方
法　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

で
埼
玉
県
総
務
部
入
札
審
査
課
入

札
参
加
資
格
審
査
担
当
（
〒
330
―

９
３
０
１　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
―

15
―

１
）へ（
消

印
有
効
、
持
参
不
可
）

※
詳
し
く
は
埼
玉
県
入
札
審
査
課
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
施
設
管
理
課
（
内
線
２
４
５
）

大
川
平
三
郎
ゆ
か
り
の

大
平
奬
学
会
奨
学
生
を
募
集

　
大
川
平
三
郎
は
、
県
内
の
貧
し
い

学
生
の
た
め
、
大
正
14
年
に
「
大
川

育
英
会
」
を
設
立
し
、
た
く
さ
ん
の

優
秀
な
人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。

　
平
三
郎
の
死
後
、
育
英
会
出
身
の

方
た
ち
が
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

大
川
平
三
郎
の
２
文
字
を
使
い
大
平

奬
学
会
と
改
名
し
、
現
在
も
育
英
事

業
を
続
け
て
い
ま
す
。

対　
象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

　
方

◇
保
護
者
又
は
本
人
が
埼
玉
県
内
に

　
居
住
す
る
方

◇
本
人
が
高
校
、
大
学
、
高
等
専
門

　
学
校
に
在
学
中
の
方

◇
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健

康
で
あ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難

な
方

奨
学
金　
無
利
子
貸
与

　
高
校
（
国
・
公
立
）
月
額
１
万
４

千
円
〜
大
学
（
私
立
）
月
額
４
万

７
千
円

申
込
み　
随
時

連
絡
先　
（
一
財
）
大
平
奨
学
会
浦

和
事
務
局
☎
048
・
861
・
９
９
１
５
、

048
・
864
・
７
９
５
５

※
募
集
案
内
は
、
中
央
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
は
大
平
奨
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

　
近
年
、
空
き
家
問
題
が
全
国
的
に

表
面
化
し
、
市
で
は
、
平
成
25
年
６

月
に
坂
戸
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
を
公
布
し
、
空
き
家

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
空
き
家
対
策
を
計
画

的
に
推
進
す
る
「
坂
戸
市
空
家
等
対

策
計
画
」
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
宅
政
策

課
（
〒
350
―

０
２
９
２　
坂
戸
市

千
代
田
１
―

１
―

１　

283
・
１

６
８
５　

sakado65@
city.

sakado.lg.jp

）
へ
送
付
す
る
か
、

下
記
応
募
用
紙
設
置
場
所
に
あ
る

応
募
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
定
の
応
募
用
紙
を
原
則

と
し
ま
す
が
、
住
所
（
勤
務
地
・

学
校
名
）、氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
を
明
記
す
れ
ば
、
任
意

の
様
式
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

案
・
応
募
用
紙
設
置
場
所　
住
宅
政

策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

出
張
所
・
公
民
館
、
中
央
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
住

　
宅
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
１
日
（火）
（
必
着
）

問
住
宅
政
策
課
（
内
線
５
４
３
）

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
額
が
月
額
１
万
６
千
340
円
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
前
納
し
た
場
合

は
次
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

２
年
前
納　
１
万
４
千
420
円
割
引

　
（
納
付
期
限
＝
５
月
１
日
）

１
年
前
納　
３
千
480
円
割
引
（
納
付

　
期
限
＝
５
月
１
日
）

半
年
前
納　
800
円
割
引
（
納
付
期
限

＝
前
期
分
は
５
月
１
日
、
後
期
分

は
10
月
31
日
）

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
て
、

老
後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
た
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
た

だ
し
、
国
民
年
金
基
金
加
入
の
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　
付
加
保
険
料
は
、
定
額
の
月
額
保

険
料
に
月
額
400
円
を
追
加
し
て
納
め

る
こ
と
で
、
将
来
「
200
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
」
が
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
学
生
で
も
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
の
方
で
納
付
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
で
き
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

学
生
で
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害・

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の　
年
金
手
帳
、

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
又
は
在
学

証
明
書
、
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
）

問
川
越
年
金
事
務
所
（
☎
242
・
２
６

５
７
）、坂
戸
市
役
所
市
民
課
（
内

線
４
４
９
）

「
坂
戸
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」
の
意
見
を
募
集

「
坂
戸
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」
の
意
見
を
募
集

さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
の
運
行
計
画
見
直
し
案
の
意
見
を
募
集

さ
か
っ
ち
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
の
運
行
計
画
見
直
し
案
の
意
見
を
募
集

平
成
平
成
2929
・・
3030
年
度
坂
戸
市
建
設
工
事
請
負
等

年
度
坂
戸
市
建
設
工
事
請
負
等

　
　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
第
５
回
追
加
申
請
受
付

　
　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
第
５
回
追
加
申
請
受
付

障
害
児
介
護
用
自
動
車

障
害
児
介
護
用
自
動
車

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

燃
料
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

燃
料
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

防
犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！
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い
ず
み
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
８
子
ど
も
グ
ッ
ズ
・

花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

環
境
学
館
い
ず
み
☎
284
・
７
１
１
５

環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

◇
子
ど
も
グ
ッ
ズ
の
出
展
者

内
子
ど
も
用
の
衣
類
、
靴
、
帽
子
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
子
ど
も
グ
ッ
ズ
を
中
心
と
し
た
出
店
募

集
数
14
区
画
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
）
※
出
店
は
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
と

し
、
業
者
の
方
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
４
月

14
日
（土） 

13
時
30
分
に
環
境
学
館
い
ず
み
へ

直
接
※
一
人
１
区
画
と
し
、
本
人
又
は
代

理
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

内
花
の
苗
を
中
心
に
販
売
す
る
出
店
募
集

区
画
20
区
画
（
先
着
順
）
申
環
境
政
策
課

へ
直
接
又
は
電
話

《
共
通
事
項
》
開
催
日
５
月
20
日
（日） 

10
時

〜
正
午
場
環
境
学
館
い
ず
み
費
無
料

花
苗
の
鉢
上
げ
作
業
参
加
者

環
境
政
策
課
（
内
線
３
６
５
）

日
４
月
20
日
（金）
・
21
日
（土）
９
時
〜
場
花
の

栽
培
温
室
内
小
さ
な
花
苗
を
ポ
ッ
ト
に
植

え
替
え
る
、
鉢
上
げ
作
業
※
鉢
上
げ
し
た

花
苗
は
温
室
で
育
て
、
５
月
下
旬
か
ら
市

内
各
地
の
市
民
花
壇
へ
配
付
申
不
要

催
しあ

そ
ぼ
う
会
＆
出
張
あ
そ
ぼ
う
会

（
サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
288
・
２
１
４
１

【
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
毎
回
火
曜
日

10
時
〜
11
時
30
分
全
３
回
内
ふ
れ
あ
い
遊

び
、
ミ
ニ
運
動
会
ご
っ
こ
等
対
幼
児
と
保

護
者

【
出
張
あ
そ
ぼ
う
会
】

日
・
場
▽
５
月
10
日
（木）
三
芳
野
公
民
館
▽

11
日
（金）
勝
呂
公
民
館
▽
16
日
（水）
大
家
公
民

館
▽
25
日
（金）
城
山
公
民
館
※
各
日
と
も
10

時
〜
11
時
30
分
内
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
対
乳
幼
児
と
保
護
者

【
坂
戸
つ
ど
い
の
広
場
】

日
５
月
24
日
（木） 

11
時
〜
11
時
30
分
内
お
話

を
楽
し
も
う
対
乳
幼
児
と
保
護
者

《
共
通
事
項
》
費
無
料
申
不
要

星
空
の
音
楽
会

坂
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
283
・
４
３
７
８

日
４
月
14
日
（土） 

19
時
〜
内
30
分
間
の
音
楽

会
の
あ
と
、
り
ょ
う
け
ん
座
コ
ル
カ
ロ
リ

を
天
体
望
遠
鏡
で
観
望
※
音
楽
会
は
雨
天

決
行
対
一
般
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
費
無
料
楽
曲
ア
ン
デ
ス
音
楽
出
演
Ｌ

ｏ
ｓ　

Ａ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
申
不
要

中
央
図
書
館
各
種
催
し

中
央
図
書
館
☎
281
・
６
３
６
９

◇
お
は
な
し
本
棚

日
４
月
11
日
（水） 

10
時
30
分
〜
10
時
50
分
場

入
西
つ
ど
い
の
広
場
内
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
対
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者　

◇
わ
く
わ
く
子
ど
も
映
画
会

日
４
月
15
日
（日） 

10
時
30
分
〜
内
「
森
の
リ

ト
ル
・
ギ
ャ
ン
グ
（
約
83
分
）」
対
幼
児

〜
定
80
名
（
先
着
順
）

◇
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

日
４
月
19
日
（木） 

11
時
〜
11
時
20
分
内
絵
本

や
紙
芝
居
な
ど
対
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
定
15
組
程
度
（
先
着
順
）

◇
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
４
月
21
日
（土） 

11
時
〜
正
午
内
ち
い
さ
い

子
の
お
は
な
し
会
ス
ぺ
シ
ャ
ル
版
「
サ
ー

ク
ル
こ
ぐ
ま
に
よ
る
わ
ら
べ
う
た
お
は
な

し
会
」
対
２
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護

者
定
20
組
（
先
着
順
）

《
共
通
事
項
》
費
無
料
申
不
要

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
の
花
畑

日
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
９
時
30
分
〜
17

時
※
開
花
中
に
無
料
開
園
日
の
実
施
を
予

定
場
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
（
滑
川
町

山
田
１
９
２
０
）
内
約
50
万
本
の
「
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
」
が
運
動
広
場
の
花
畑

を
鮮
や
か
に
彩
る
費
高
校
生
以
上
450
円
、

65
歳
以
上
210
円
、
中
学
生
以
下
無
料
問
同

園
☎
０
４
９
３
・
57
・
２
１
１
１

広告

催

　し

催

　し

区
画

募
集

楽
曲

出
演

開
催
日

集
数

募

31

問北坂戸公民館☎283・3962
《出場者募集》
日５月27日（日）９時～15時
（受付８時～８時30分）

場市民総合運動公園
内学年別男女別トーナメント戦
対４・５歳児と小学生
持運動しやすい服装（まわし着用）
申５月７日（月）までに申込書を市内の各公民館へ提出
※申込書は各公民館にあります。
《わんぱく相撲公開講習会》
日４月８日・15日・22日、５月13日・20日
　毎回日曜日９時30分～正午（１日だけの参加も可）
場市民総合運動公園相撲場
申不要（当日直接）
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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 日時　  場所　  内容　  対象　  定員　  費用　  持ち物　  申込み　  問合せ

広告

お
知
ら
せ

愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

庶
務
課
（
内
線
２
１
４
）

施
設
管
理
課
へ　
雪
か
き
機
（
４
台
）
＝

い
ず
み
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

　
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

補
正
予
算

財
政
課
（
内
線
１
５
４
）

　
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般

会
計
（
第
４
号
、
補
正
額
１
千
337
万
８
千

円
及
び
第
５
号
、
補
正
額
△
２
億
１
千
817

万
８
千
円
）
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
の

補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
に
係
る
主
な
事
業
及

び
特
別
会
計
の
補
正
額
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
第
４
号
で
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
に
要
す
る
経
費
等
が
予

算
化
さ
れ
、
第
５
号
で
は
国
の
補
正
予
算

を
活
用
す
る
事
業
等
が
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
か
っ
ち
ワ
ゴ
ン
の
運
行
事
業
者
の
変
更

市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

　

４
月
１
日
よ
り
、さ
か
っ
ち
ワ
ゴ
ン（
に

っ
さ
い
線
）
の
運
行
事
業
者
が
、
㈱
川
乗

三
和
坂
戸
営
業
所
に
な
り
ま
す
。

　
運
行
・
落
と
し
物
に
関
し
て
は
、
㈱
川

乗
三
和
坂
戸
営
業
所
（
☎
281
・
１
１
３
０
）

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
５
）

日
８
月
18
日
（土）
・
19
日
（日）
場
坂
戸
駅
北
口

サ
ン
ロ
ー
ド
ほ
か
問
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い

実
行
委
員
会
岡
部
☎
281
・
０
１
６
４

※
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
坂
戸
・
夏
よ
さ
こ
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
18
回
坂
戸
よ
さ
こ
い
開
催
日
決
定

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
７
）

開
催
日
10
月
20
日
（土）
・
21
日
（日）
問
坂
戸
よ

さ
こ
い
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
労
政

課
内
）

坂
戸
市
職
員
出
前
講
座

社
会
教
育
課
（
内
線
５
８
４
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
会
な
ど
に
市
職

員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
市
政
の
説
明

等
を
行
い
ま
す
。

対
市
政
を
理
解
す
る
こ
と
や
自
治
意
識
の

向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
小
学
生
以
上
の

市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
５
名
以
上
の
団
体

※
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
社
会
教
育

課
、
各
出
張
所
・
公
民
館
等
で
配
布
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夕
焼
け
放
送
の
時
間
と
曲
の
変
更

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
９
）

　

９
月
30
日
（日）
ま
で
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
夕
焼
け
放
送
の
時
間
が
17
時
26
分
に
、

曲
は
「
ふ
る
さ
と
」
に
変
わ
り
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
災
安
全
課
（
内
線
３
１
９
）

期
間
４
月
６
日
（金）
〜
15
日
（日）
全
国
重
点
目

標
◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
◇

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
◇
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
◇
飲
酒
運
転
の

根
絶
県
の
重
点
目
標
子
ど
も
と
高
齢
者
の

歩
行
中
の
交
通
事
故
防
止
市
の
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

創
業
支
援
助
成
制
度

商
工
労
政
課
（
内
線
３
４
５
）

　
創
業
の
促
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
市
内
の
空
き
店
舗
等
を
利
用
し

て
創
業
を
さ
れ
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ
る
支
援

を
受
け
た
方
で
、
市
内
に
お
い
て
空
き
店

舗
等
を
活
用
し
て
新
た
に
創
業
し
、「
坂

戸
市
創
業
支
援
事
業
助
成
金
交
付
要
綱
」

に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方

助
成
内
容
①
賃
借
料
：
対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
限
度
額
月
５
万
円
）
②
改
修
費
：

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
限
度
額
50
万
円
）

※
①
②
は
同
時
申
請
可
能
で
す
。
改
修
工

事
の
際
は
、
必
ず
工
事
着
工
前
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

看
護
師
の
登
録

保
育
課
（
内
線
４
２
６
）

　
市
立
千
代
田
保
育
園
で
看
護
師
と
し
て

働
け
る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

勤
務
時
間
平
日
＝
７
時
30
分
〜
19
時
の
う

ち
実
働
７
時
間
30
分
以
内
、
土
曜
日
＝
７

時
30
分
〜
16
時
（
交
代
制
）
※
時
間
に
つ

い
て
は
要
相
談
時
給
１
千
400
円
〜（
所
有

資
格
に
よ
り
異
な
る
）
対
保
健
師
、
看
護

師
、
准
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
申
履

歴
書
に
資
格
証
・
免
許
証
の
写
し
を
添
付

し
保
育
課
へ
直
接
（
登
録
手
続
が
あ
る
た

め
郵
送
不
可
）

※
登
録
は
年
間
を
通
し
て
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

募
集坂

戸
市
民
バ
ス
の
運
行
事
業
予
定
者

市
民
生
活
課
（
内
線
３
１
４
）

　
新
た
な
運
行
計
画
に
基
づ
い
た
運
行
を

実
現
す
る
た
め
、
運
行
事
業
予
定
者
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

助
成
内
容

勤
務
時
間

時
給

募

　集

募

　集

対
象
者

全
国
重
点
目

県
の
重
点
目
標

開
催
日

市
の
重
点
目
標

標
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